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はじめに

利尻島の地理的"特種と Lて、尭適した握地や

干潟、砂浜といった理境が少はいことが拳げられ

る.他地域では、春歓にこのような環境へ多くの

ンギ・チドリ類が瞳来することが知られているが、

この環境が少江い利尻島では、海岸緩にそれらの

置が瞳来する.これらの世家状担については f利

尻島の鳥 J (小杉 1988) 、 「オタドマリ沼の鳥 J

(小杉 1989 】で報告しているが、本橋ではその桂

犯揖された種と春季の記揖を追加して、本島にお

けるンギ・チドリ額の置来世視について述べる.

盟主盟主立里童塑旦
調査地は、本島の海岸線全滅と壇地及び本島南

部にある湖沼地帯である。

海岸綿は延長 63. 3km あり、その大部分は本島を

闇状場る道路と近接していて、北斑部~西部・南

部ー南東部にかけて岩醐棋、函部~南部・北京都

ー南東部にかけては転石浜を中心に形成され、 'J 、

組槙な砂浜が南東部沼浦地区と北西部本 y白地区に

みられる(小杉 1990) 。

湿地は通常草地と同僧な環境にあるが、融雪氷

や豪雨によって 時的は小組揮の撞地的軍境にな

るものである.主に北部の富士岬地区と西磁の新

電農地区に春と放にJl>J;tされる.

湖沼地帯はオタドマリ沼とメヨンョロ沼で、ど

ちらも水深は撞く、停にはキタヨンが密生してい

る(1 989) .ほとんど叩岸は水面と段差がついて

おり、置やか担勾配で燥になっている圃所はごく

銘である.

調査は 19871 芋から 1991 年までの 5年間で、他の

鳥額の観葺と兼ねて行った.

監呈亙笠重量
1 童家彊について

1987年から 1991年までに利尻島で植察されたン

ギ・チドリ頚は28橿である (Table 1)0 このう

ち繁殖が審査認されている置はオオ~~ギ 1 檀だけ

であるが、盟事の状況からみてヤマゾギと、 E季

に躍睡して担察されているイソシギは曹殖してい

る可能性がある.上 re3 種以外の 23 種は蹄鳥であ

り、このっち普通に観察されたのは、メダイチド

リ、卜ウネン、キアシンギ、クサ ν4 戸、タカプシ

ギである。この 5 植については、 5 年間の月毎と

全体の岨察回敢による出現頻度を Tablc2 に示し

た。なお、 5 年聞にシギ・チドリ額を闘察した回

数は 79 固であり、月別では次申とおりである.(オ

オジノギ、ヤマンギ、イソンギは陣()

4月 5回、 5月 27 園、 6月 0回

7月 4回、 8月 19 回、 -8 月 20 回、 10 月 4困.

一年を通してキアシンギの出現頻度が鰻も高〈、

次にタカプンギとなっているが、タカプ νギでは

容にその出現睡度が高い.そして、クサユノギでは

秋に高くなヲている.回栗が 1 倒(同一個体が 2

日以上連続して観草された場合も含む}しか江い

のは、、ンロチドリ、ムナグロ、アメリカウズラ

ソギ、コオパゾギ、ハマシギ、才パンギ、ミユピ

シギ、コアオアシシギ、オオソリハシシギ、ツパ
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表 t 利尻島において闇殺されたソギ チドリ盟

τable 1.Waders observed from Rishiri Island

種 学 名 観 察 月 環境・

Species Scientificn四e MarAprMayJunJulAugS即日 ct Nov Habitat

コチ n Charadrius 山bius 。 L
シロチドリ C alexandrinus 。 3
メタ'イチドリ c 町昭olus 。 000 S.L
Aナク. D PI山 ialis d叩 In!田 。 5
タゲ I) Va田 llus V叩ellus 。 。 G
キョウシ'ヨンキ' Arenaria interpres 5
hウネン Galidris ruficollis 。 。 。 。 S.L
7メリカゥ r うソキ・ c 肥lanotos 。 5
ハマンギ c alpina 。 5
3オ1\' )キ。 c canutus 。 5
オ1\'ンキ' c t四uirostris 。 5
ミユピンキ' Cr凹e出ia alba 。 5
J7t7))キ' Tri昭a st時四tilis 。 Sw
7オ7シシキ T ne凶laria 。 。 L
Pサシキ' T ochropus 。 。 。 L.Sw
夕方7'シキ・ T glareola 。 。 。 。 S.L.Sw
キ7γ ンキ' T brevipes 。 o000 S.L.Sw
イソ yキ' T hypole凹os o0 0 0 0 日 L
'Iリハシシキ' Xenus cmereus '0 s
オオソリハシシキ' Li冊sa lapponica 。 s
hウシャ?シギ Numenius phaeop 回 。 。 E
ヤマソキ・ Scolop副 rusticola 。 。 。

タシキ' Gallinago gallinago 。 日

ォォ γ ンギ 。 ha 吋wickii 000 。 日 L
セイ Pカシキ' 時 imantopus himan出pus 。 5
7虹~ty7))~' Phalaropuslobatus 。 。 o 。 S.L
ツハ'メチドリ Glareola rnaldivar 四 。 。

月別観察種数 No.of species 5 11 2 4 12.13 5 2

*環境 Habitat S~海岸 Seashore L=湖岸 M岡山内 Sw~富由 Sw醐IP G=草袖 Grassl叩d

かその他 Others
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月'イチド I) Charadriusma 昭olus

トウ Iン Calidris fuficol1is

刊沖 Tri 昭:a ochr 叩us

夕方7'シキ T. glareola

キ7シシキ T. brevipes

ハマゾギ

1987 年 9 月 19 日に、鷺泊字本泊の海岸の塩溜り

で 1 羽が観察された。

コオノ〈 νギ

1987 年 9 月 2 日に、音器 6恥h国の岩醜で 1 羽が

観草された。

オパ νギ

1987 年 8 月 21 ・ 22 日に昔形岬公閣の海岸の岩礁

で若鳥 1 羽が観察された。

ミユピンギ

l同O年 9 月 9 日に、仙法志字元村の海嘩が打ち

上げられた海岸で l 羽が観察された。

コアオアシシギ

1988 年 5 月 7 日に、鴛泊字富士師の 時的な哩

地で 1羽が観察された。

アオアンンギ

1988 年 9 月 11 日に、オタドマリ沼の岸で 1羽、

翌年(1 9回年) 8 月 138 にも局所で 2 羽が観察さ

れた。

クサソギ

主に秋の 9 月 -10 月に誼来する.湖沼地帯の埠

で観察されることが多く、ー地区の観察最大個体

数は 9 羽であった。巻は極度に Lかない。

タカプシギ

毎年春と駄に定期的に瞳来し、観察される環境

も淘岸・草原・融沼地害と織々である。観察回数

も多く、 地区の観察最大曲体散は 15 現であった。
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メチドリの 10種であり、利尻島においては絡な控

楽である。この他の 8 離は毎年観察されたが、観

事伊 lは少なし、。

以下にそれそ'れの誼来状況を述べる。

コチドリ

1988 年 8 月 12 日 -14 日に、オタドマリ沼の砂が

堆積した岸で 1 羽が観察された。

γロチドリ

1987 年 4 月比百に、音形岬公園の海岸の岩礁 iで

1 羽が u察された。

メダイチドリ

春と秋、定期的に海岸の岩礁や砂浜に誼来 L、

その期聞は長， '0 一地区における最大個体散は 5

羽であった。

ムナグロ

1987 年 9 月四日 -26 臼に、鴛泊字本泊の海部が

打ち上げられた岸で 2 羽が眠察された。

タゲリ

1991 年 3 月 31 日に、仙法志字政泊の草聞と同年

(1991年 )11月 2 自に、鬼脇の中学校校庭で 2 羽

が間接された。

トウネン

容と秋、定期的に海岸や樹沼地帯の岸に誼来す

る種で観察回数は多い.一地区の最大盟察偲体数

は 12羽であった。

アメリカウズランギ

1開8年10月 2 臼に、鴛泊字本泊白海部が打ち上

げられた岸で 2 羽が観察された。



キアンユノギ

毎年春と秋に定期的に誼来 L、最も誼米が多い

種である。観察期間も、 5 月 -10月までに 6 月だ

けが観察されないだけの長い種である。海岸、湖

福地帯、河川|でをP接された。

イソンギ

これまでに 5 月 -9 月までの問、継続して観察

された種である。海岸、湖沼地帯の岸で観察され

た。

ノリハンンギ

1988年 8 月 9 日 -10日に、オタドマリ沼の岸で

2 ヰl と、 1曲O年 8 月 12日昔形岬公園の海岸の岩礁

で 2 羽が紗奈された。

オオソリハンンギ

19叩年 9 月 9 臼 -10日に、仙法志字元村の海高

が打ち上げられた岸で l 羽が観察された。

チョウンャクンギ

19剖年 5 月 25日に仙法志字本町の海岸の岩機で

17羽が践察された。翌年(I991年) 9 月 7 日には、

音器字新淡の海岸で l 羽が鳴きながら飛ぶのが観

察された。

ヤマンギ

1991年 10 B 1 日に、鬼脇字沼滞で交通事故に

あって死亡したと思われる個体があった。

タンギ

1凹L年11月 9 日に、鴛泊中学校校庭で 1 羽が観

察された。

オオジノンギ

毎年 4 月 -8 月まで観察され、 5 月頃まではデ

ィスプレイフライトが頗繁に見られるが、そ白後

は湖沼地帯のヨン原から飛び出すのが観察される。

セイタカ γギ

1開O年 5 月 12日に、鴛泊字湾内の海輔が打ち上

げられた岸で l 羽が観察された。翌年([991年)

5 月 17 日 -18日には、鴛泊字本泊白砂浜で10羽が

観察された。

アカエリヒレアンンギ

観察される年と全く観察されない年があって、

渡来は不定期である。これまで、沿岸に最も多く

渡来したのは1987年と 1988年でその他は、群から

外れたと思われるような単独個体が観察されてい

るだけであるが、海洋上では毎年大きな群が観察

される。また、秋にも単独個体の観察がある。

ツノ〈メチドリ
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19 四年 4 月 9 日に、鴛泊市街地の道路上で l 羽

が観察された。

Z 個体数について

利尻島に誼来するンギ目チドリ額の個体教は、

どの極も非常に'!>ない。ーカ所に大きな群となっ

て誼来することはなく、分散しているかのように

1-3 羽で観察されることが多L、

これまでに カ所で最大羽教が記揖された白は、

チュウンャクンギの17羽で、タカプンギの15羽、

トウネノの12羽、セイタカンギの10羽が次ぐ。ま

た、融察例の最も多いキアンンギは、6 羽が最高

であった。また、島内全域を累積しても、やや増

加するもの由、 種当たり20羽を越えることはな

し、。

3 連楽地について

湖沼地帯の岸及び哩地だけで観察されたのは、

コチドリ、コアオアシシギ、アオアシンギ、クサ

シギの 4 種で、海岸域だけで観察されたのは12種

あり、最も多かった (Table 1)。どちらでも闇

察されたのは 5 語である。海岸域での種散が多い

ことは、目頭で述べたように本島には、湿地や干

潟的環境が無く、海岸域がその代替地に江ってい

ることに因るものと考えられる。しかし、海岸域

も海革が打ち上げられている岸への誼来が多く、

岩礁、砂浜では少なくなり、転石棋への誼来は稀

になる。

湖沼地帯での観察の多くは、年によって夏期の

降雨量が少ない時に湖沼の水位が低くなり、湖岸

に干潟的環境が出現した時に限られる。海岸域で

観察されることが多いトウネン、メダイチドリが

湖沼地帯で観察されるのもこのような時である。

1988年には最も低水位となり、早い時期に控来種

教のピークがあった。 (Fig 1)。

担地では、ンギ チドリ頼の直来時期に併せて

それが造られることは少なく、春季は近年特に降

雪量が少ないため、・躍来時期前に消失してしまう

ことが多い。この環境地が毎年あった場合、世米

語及び個体教は増加することが伺える。

4 謹来時期について

月)j IJQ)観察種教では、 9 月が13種と最も多く、

8 月 12種、 5 月が11種でそれに次吉、 4 月と 10月
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図 1 利鹿島におけるシギ チドり額の謹来種の季節的変動

Fig 1.Seasonal changes In the number of Waders of the Rishiri !sland

が 5 種で、 7月は 4 唖である。 3 月の 1 種はタゲ

リの早い詑揖であり、 11 月もタゲリと遅い控来の

タソギによるものである。そして、 6 月は豆島と

もいえるイソ γギ、オオジンギ由記揖によるも白

で、実際の誼来はなく、本島由シギ・チドリ頬の

睦りは 4 月 -5 月と 7 月 -10 月にあるといえる。

これから、秋期の置り最盛期は 8 月下旬から 9 月

上旬で、春期が 5 月中旬であると推醐されるもの

の、年によって蛮動があって特定できる結果では

なかった。 (Fig 1)。しかし、これらの躍来の傾

向は他地埴と比較しても、道北白紋別市コムケ湖

-迫車の大樹町舟川河口と同機である。(大館 19

90 、師島 199[) 。

おわりに

利尻島に渡米する yギ・チドリ類は、道内の他

地域と比較すると種散及びその置来世は少なく、

定期的に闘察される種も少数である.これは、閉

じ島候である天売畠でも間樟であり(寺沢 1986) 、

これら島瞬への置来は少ないといえる。さらに、

調査精度も大きく関与するが、誼来状況の年変化

が大きいことも僻せると、本島に世来する担体は
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渡りの主要なグループでは楠〈、群から舵れたも

のや檀封などで一時的に休息する個体と考えられ

る.しかし、近年は容の置り期に記晶される種が

増加しており、その傾向については今後も継続し

て調査する必要がある.
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